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国際シンポジウム参加記
改組とアーカイブズ/アーキビストのスキル

平和祈念展示資料館 毛塚万里

公益財団法人渋沢栄一記念財団(以下、渋

沢財団)と国際アーカイブズ評議会 (ICA)

企業労働アーカイブズ部会 (sectionfor 

business and labour archives. SBL)、 企 業

史料協議会 (BAA)の共催による国際シン

ポジウム「ビジネス・アーカイブズの価値:

企業史料活用の新たな潮流J(The Value of 

Business Archives: Their Use by]apanese 

Companies and New Global Trends) が、

2011年5月11日9時30分から 17時30分

まで、東京都港区の国際文化会館にて開催さ

れた。

渋沢財団は、 2008年から ICAに加入し、

専門部会の一つである SBLに所属。毎年 1

-2回、各国で開催される SBLの会合にも

参加、部会運営に積極的にかかわって来た。

2011年、運営委員会会議を東京に招致した

ことにあわせ、本シンポジウムが計画された。

シンポジウムのねらいは、ビジネス・アー

カイブズの利用に関する新しい動向の紹介と

ともに、ビジネス・アーカイブズの持つ多様

な価値を、さまざまな事例を通して検証し議

論する機会とすることにあった。

折しも 3月11日に発生した東日本大震災

の影響のため、当初の予定が大きく変更さ

れ、最終プログラムは代読を含め報告9本。

そのうち 8本は ICA/SBL会員から、 1本は

BAA会員によるもので、第 5セッション:

パネルデイスカッションの司会を、松崎裕

子氏(渋沢財団、 ICA/ SBL)が務めた。

当日は待望のシンポジウムに期待を抱く

110名を超す参加者で会場には熱気が充満す

Mari KEZUKA 

表 1 プログラム

開会の日葉
小出いずみ(渋沢栄一記念財団実業史研究情報センター長)

主催者挨拶

小松諒悦(渋沢栄一記念財団常務理事)
歌田勝弘(BAA会長)
デイデイエ・ボンデュ(ICA/SBL部会長)

Session 1 .歴史マーケティングの力 1
(1)より広い見方:今日のコミュニケ}ションを歴史的事実で支える
ヘニング・モーゲン(A.Pモラー・マースク社、テ'ンマーク)

(2)会社の記憶:経営のツール、サンゴパン社の例
デイデイエ・ボンテ'ユ(サンゴパン社、フランス)

Session 2 -歴史マーケァイングの力2
(3)日本の伝統産業とアーカイプズ:虎屋を中心に
青木直己(虎屋文庫、日本)

(4)アンサルド財団:アーカイプズ、トレーニング、そして文化
クラウデイア・オーランド(アンサルド財団、イタリア)

(代読:松崎裕子)
Session 3-企業史料とナショナル・ストラテジー

(5)資産概念の導入と中国における企業記録管理へのその効果
王嵐(中華人民共和国国家梢案局、中国)

(6)ビジネス・アーカイプズのためのナショナル・ストラテジー
ーイングランドとウエールズ
アレックス・リッチー(英国国立公文書館、英国)

Session 4-アーカイブズを武器に変化に立ち向かう
(7)誇り:買収・統合後における歴史物語の重要性」
ベッキー・ハグランド・タウジー(クラフトフーズ社、米国)

(8)企業という設定のなかで歴史を形づくる:ゴドレージ社のシナリオ
ヴルンダ・バターレ(ゴドレージ社、インド)

(9)合併の波の後で
:変化への対応とインテサ・サンパウログループ・アーカイプズの設立
フランチェスカ・ピノ(インテサ・サンパウロ銀行、イタリア)
(代読ベッキー・ハグランド・タウジー)

Session 5 -パネルデイスカッション
モデレーター:松崎裕子(渋沢栄一記念財団、ICAI SBL) 

る中で、世界各国の SBL運営委員による事

例発表と議論が活発に行われた。

当日プログラムは表1のとおりである。最

終セッションでは報告者全員を壇上に迎え、

会場の聴衆からあらかじめ提出された下記の

論点を中心に、パネルデイスカッション方式

で議論が行われた。

-企業の歴史情報へのアクセス問題

.企業の負の遺産は活用しうるのか



国際シンポジウム参加記 改組とアーカイブズ/アーキピストのスキル 65 

-企業博物館との連携

-パブリック・セクターとの連携

-組織の中でいかにアーカイブズの価値を周

囲に認識させるか、ほか

-展示

会場入口で、日本の老舗企業に関するパネ

ル展示がBAAの協力で開催されていた。こ

の展示は、日本のビジネス・アーカイブズを

学びたい、という海外の SBL委員からの強

い要望で実現したという。タブレット型コン

ビュータ併用の見せ方、日英バイリンガルに

よる内容は、非常に興味深いものだ、った。

-紙1枚の社史ニーズ

印象に残った報告のひとつとして、ベッ

キー・ハグランド・タウジー氏の報告を取り

上げる。

「ネ士史をペーパー l枚で示せないか。そう

いう資料が欲しい」

こんな要望が、社内各部署や社員からたく

さんあった。そのニーズに即応するために、

クラフトフーズ社のアーキピストは、外部デ

ザイナーと協力し、社史を紙1枚で表現した

ロードマップを約4か月で完成させたという

(図 1)。

米国クラフト・フーズ社が英国キャドパ

リ一社を統合した際、アーキピストに与えら

れた使命は、両者の社員を同じ土壌に立たせ、

4か国に存在する支社間でコミュニケーショ

ンが成立するようにするための基盤整備で

あった。すなわち、合併の確定直後から、アー

キピストはただちに相手の歴史を徹底的に調

査し、歴史情報を洗い出し、自社の社史、ブ

ランドにとりこむ準備を進めた。

具体的には、まず臨時のイントラネットを

立ち上げ、両社アーカイブズ部門の支援とと

もに、両社既存の Web資源を活用 し、お互

いに学びあえるしくみを整備した。まず、創

立者に対する誇 りをもっ両社の共通点を知

り、両社の歴史が似ていることを理解 して

いった。さらに各ブランドの情報と商品の歴

史、ロゴなどをイントラネットにのせるため

に、クラフト・フーズ社の来歴情報をまとめ

た旧版のロードマップに、英国キャドパリ一

社を入れた改訂版を作成した。これが社史を

1枚で表現したペーパーである。このほかプ

レゼン用のビデオクリップ、 トリビアゲーム

の掲載なども順次実施していき、おおむね社

内には好評だ、ったという。このような取り組

みがスムーズに行われ浸透した結果、両社の

社員がもっ合併への不安や懐疑心を解消して

いくことに役だ、ったという。異なるパックグ

ラウンドをもっ社員が、個々の力を発樺しや

すい環境整備づくりにアーキビストが大きく

貢献したことがわかる。

このアーカイブズプログラムの報告は、組

織の経営課題に対し、文書記録と記録資料を

どう役立てるか、専門職としてのアーキビス

トに求められるスキル・役割を考える上でと

ても印象に残った報告である。

合併時にコス ト削減の対象とならないよ う

に働きかけも行ったという発言も聞かれた

が、これはアーカイブズ部門の日常的な実績

なくして、聞き届けられるわけがないといえ

よう。

-映像配信と公開

ICA-SBLに運営委員会に委員を送り 出し

ている渋沢財団の実業史研究情報センター

は、圏外への情報発信とともに、圏内向けに

は、メールマガジン「ビジネス ・アーカイブ

ズ通信」を発行し、海外の情報を日本語で提

供している。その担当スタッフたちの行動力

と活動力に対し、同じ全史料協のメンバーと

して、 筆者は日ごろから敬意を払うひとりな

のだが、このパワフルさは、 2008年の ICA

大会で目撃した SBLセッションの報告者た

ちの印象と相通ずると改めて感じている。当

日配布された充実したプログラム冊子(図 2)

はもちろん、ブログの利用を通して、"メイ

キング ・オブ・国際シンポジウム"の様子を

多くの人が共有できた。

さら に来場できない方々 にも シンポジウ
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図 1 GROWING TOGETHER ロードマップ

図2 プログラム冊子

Becky Haglund Tou鎚 V
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ム参加の機会を提供できるようにとの趣旨

で、アカデミック・リソース・ガイド株式会

社の技術的支援を得て、動画配信サービス

iUstreamJ を通じて生中継が行われた。ま

た終了後も一定期間、合意を得た発表者の報

告が視聴ができるように配慮されるなど、積

極的に新しい取り組みを実行していた点も触

れておきたい。

以上の新しい試みのほか、出版プロジェク

トも開始されており、今回シンポジウムで発

表された報告に加え、これまで ICA/SBLそ

の他のビジネス・アーカイブズに関わる専門

的な会議や機関誌で発表されてきた、ビジネ

ス・アーカイフ守ズのベストブラクテイスに関

する発表や報告を日本語に翻訳して収録した

『世界のビジネス・アーカイブズ』を2012年

に出版する予定だという 。判主)

2008年の ICA大会(クアラルンプール)

で筆者が参加する機会を得た ICA/SBLの

セッションは、多彩で、鮮やかな工夫満載のプ

レゼンをこなす各国企業アーキピストたちの

舷しい姿だ、った。残念ながら、本シンポジウ

ムでは報告者が多く、同時通訳という時間的

制約もあり、それぞれの魅力的な体験をホッ

トに語る時間はとれず、各機関や組織の経験

のエキスを紹介するにとどまった。機会をつ

くれる方は、ぜひ ICA大会に足を運び、各

国 SBLを牽引するアーキビストたちの本領

を、肌で感じ、刺激を共有して欲しいと願う 。

その時のある報告で、これからの企業アーキ

ビストは、広報とデザインと Webのスキル

を高めていくことが大事だ、という指摘が

あったことも印象深く憶えている。新しい技

術やサービスに対し、意欲的に手を染めチャ

レンジしていく積極性の維持。企業のみなら

ず今日の社会で活躍し続けるアーキピストの

スキルを考えていく上で欠かせない要素であ

ろう 。

[参考情報}

・プログ http://d.hatena.ne.jp/tobira/20110608/ 
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・後援行事の報告(松崎裕子) r記録管理学会

News LetterJ NO.55 2011.7 

*;.主
『世界のピジネス・アーカイプズ・企業価値の

源泉J (渋沢栄一記念財団実業史研究センター

編、日外アソシエーツ)として2012年3月に刊行

された。また全体の詳細な概要は森本祥子「国際

シンポジウム 『ビジネス・アーカイブズの価値一

企業・史料活用の新たな潮流』参加記」、 『アー

カイブズ学研究JNu15 2011.11 を参照。




